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新
刊
紹
介

）

一
五
七　
（

　

島
に
は
語
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
豊
か
な
物
語
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。
本
書
は
慶
應
義
塾
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所
の
「
歴
史
生
態
学

と
歴
史
人
類
学
を
接
合
す
る
景
観
史
研
究
の
拡
張
」
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
二
〇
一
五
〜
二
〇
一
六
年
）
と
し
て
、
島
を
舞
台
に

お
こ
な
わ
れ
た
野
外
調
査
の
結
果
を
十
一
人
の
研
究
者
が
寄
せ
た

重
厚
な
論
文
集
で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
れ
を
企
画
し
た
編
者
の
島
に

寄
せ
る
熱
い
思
い
が
結
実
し
た
。
本
書
の
上
梓
を
と
も
に
喜
び
た

い
。
片
仮
名
の
長
い
標
題
は
編
者
に
よ
る
と
島
の
景
観
史
と
い
う

意
味
だ
そ
う
で
あ
る
。
景
観
は
き
わ
め
て
多
様
な
意
味
を
含
む
言

葉
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
関
係
概
念
で
あ
っ
て
、
主
体
と
客
体
が

な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。
景
観
と
は
何
か
。
序
論
の
説
明
で
は
自

然
と
人
間
の
絡
み
合
い
と
い
う
二
元
論
の
国
語
的
な
意
味
が
付
さ

れ
て
い
る
が
、
執
筆
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
解
釈
し
て
い
る
。

　

一
つ
目
の
立
場
は
、
景
観
を
外
側
か
ら
と
ら
え
る
立
場
。
景
観

を
観
察
可
能
な
客
体
と
し
て
捉
え
、
地
形
や
土
壌
、
植
生
な
ど
の

環
境
要
素
に
還
元
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
自
然
科
学
的
な
手
法
が

持
ち
込
ま
れ
て
、
環
境
要
素
の
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
る
。
し
か

し
、
主
体
は
抽
象
化
さ
れ
て
、
観
察
可
能
な
「
人
為
」
現
象
と
さ

れ
る
。
層
位
的
な
発
掘
と
年
代
測
定
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
環
境
変

遷
は
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
歴
史
に
な
る
わ

け
で
は
な
い
。
景
観
史
は
二
元
論
や
還
元
論
を
こ
え
た
観
察
者
の

解
釈
に
求
め
ら
れ
る
。
完
新
世
の
沖
積
化
の
過
程
に
お
い
て
、
人

為
作
用
が
大
き
く
な
る
こ
と
は
地
球
上
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
み
ら

れ
る
現
象
で
あ
る
。
観
察
さ
れ
た
変
化
が
な
ぜ
、
島
に
み
ら
れ
る

特
有
の
現
象
な
の
か
。
一
体
、「
島
」
と
は
何
か
。
面
積
、
規
模
、

孤
立
性
、
閉
鎖
性
、
開
放
性
、
狭
小
性
、
資
源
の
限
定
性
、
停
滞

一
五
七

新
刊
紹
介

山
口
徹
編
『
ア
イ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　

─
─
島
景
観
が
架
橋
す
る
歴
史
生
態
学
と
歴
史
人
類
学
─
─
』

近

森　
　
　

正



史
　
　
　
学
　
第
八
九
巻
　
第
一
・
二
号

）

一
五
八　
（

性
な
ど
と
い
っ
た
島
嶼
性
は
規
準
の
取
り
方
次
第
に
よ
っ
て
、
い

か
よ
う
に
も
変
わ
り
得
る
。
島
を
規
定
し
て
お
き
た
い
。
島
も
ま

た
、
地じ

方か
た

と
の
か
か
わ
り
で
認
識
さ
れ
る
関
係
概
念
だ
か
ら
で
あ

る
。（
近
森
「
島
が
島
に
な
る
島
の
歴
史
」『
史
学
』
第
八
八
巻
第

一
号
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

　

二
つ
目
の
立
場
は
景
観
を
内
側
あ
る
い
は
主
体
の
側
か
ら
と
ら

え
る
立
場
。
景
観
は
自
然
で
あ
る
前
に
文
化
あ
る
い
は
人
間
の
側

に
あ
り
、
そ
れ
が
土
地
の
自
然
に
投
影
さ
れ
て
特
徴
的
な
見
方
を

つ
く
り
出
す
。
景
観
は
観
念
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
心
の
中
で
生
み

出
さ
れ
る
。
そ
こ
に
過
去
の
記
憶
が
幾
重
に
も
か
さ
な
っ
て
浮
か

ん
で
く
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
主
体
の
観
念
の
な
か
に
調

査
者
の
解
釈
が
入
り
込
み
、
調
査
者
と
被
調
査
者
の
主
体
が
不
明

確
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
を
分
別
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う

か
。
主
体
が
調
査
者
に
移
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
文
学
的
表
現

に
な
る
。
そ
れ
を
含
め
て
景
観
の
歴
史
と
い
え
る
か
ど
う
か
、
そ

れ
は
歴
史
の
見
方
に
よ
る
。
個
人
の
記
憶
か
ら
集
団
に
共
有
さ
れ

た
も
の
を
ど
の
よ
う
に
し
て
引
き
出
す
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　

一
つ
目
の
立
場
を
と
る
の
は
第
一
章
「
石
垣
島
の
ジ
オ
ア
ー
ケ

オ
ロ
ジ
ー
：
絡
み
合
う
人
と
自
然
の
景
観
史
」（
山
口
）
と
第
二

章
「
石
垣
島
に
お
け
る
近
世
琉
球
統
治
政
策
の
景
観
史
：
近
世
琉

球
行
政
文
書
か
ら
み
る
名
蔵
地
区
浅
層
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
の
一
解

釈
」（
小
林
）、
第
四
章
「
パ
ラ
オ
共
和
国
バ
ベ
ル
ダ
オ
ブ
島
の
古

植
生
調
査
」（
鈴
木
）
で
あ
る
。
第
一
章
は
石
垣
島
に
お
い
て
行

な
っ
た
花
粉
分
析
の
結
果
に
よ
っ
て
、
シ
イ
ノ
キ
、
マ
テ
バ
シ
イ

の
森
が
マ
ツ
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
に
変
化
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
、
そ
れ
が
人
為
作
用
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
二

章
は
同
じ
く
、
石
垣
島
に
お
け
る
植
生
分
析
に
よ
っ
て
、
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
湿
地
、
水
田
環
境
に
変
化
す
る
過
程
を
す
で
に
知
ら
れ
て

い
る
近
世
の
歴
史
的
事
実
に
よ
っ
て
解
釈
を
試
み
る
。
第
四
章
は

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
バ
ベ
ル
ダ
オ
ブ
島
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
っ

て
、
人
間
の
初
期
居
住
か
ら
日
本
の
委
任
統
治
時
代
に
い
た
る
植

性
変
化
を
追
い
、
開
墾
に
よ
っ
て
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が
失
わ
れ
て

い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

二
つ
目
の
立
場
を
と
る
の
は
第
五
章
「
道
の
交
差
と
記
憶
の
相

克−パ
ラ
オ
共
和
国
ガ
ラ
ス
マ
オ
州
に
お
け
る
鉱
山
採
掘
と
村
落

景
観
」（
飯
高
）、
第
六
章
「
成
長
す
る
景
観−恋
路
島
か
ら
み
た

水
俣
」（
下
田
）、
第
七
章
「
儀
礼
と
観
光
の
は
ざ
ま
の
景
観
史−

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
バ
リ
・
ア
ガ
の
村
落
の
事
例
か
ら
」（
鈴
木
）、

第
九
章
「
陸
の
景
観
史−ツ
バ
ル
離
島
の
村
落
と
集
会
所
を
め
ぐ

る
伝
統
、
キ
リ
ス
ト
教
、
植
民
地
主
義
」（
小
林
）、
第
一
〇
章

「
実
践
が
村
空
間
を
紡
ぐ−一
九
九
五
年
、
ク
ッ
ク
諸
島
プ
カ
プ
カ

環
礁
社
会
の
場
合
」（
棚
橋
）
で
あ
る
。
第
五
章
は
パ
ラ
オ
諸
島

一
五
八



新
刊
紹
介

）

一
五
九　
（
一
五
九

ガ
ラ
ス
マ
オ
に
お
け
る
村
落
景
観
が
日
本
統
治
の
時
代
か
ら
太
平

洋
戦
争
を
経
て
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
間
に
い
か
に
変
化
し
た
か
、

パ
ラ
オ
の
人
と
在
留
日
本
人
、
そ
し
て
戦
後
に
な
っ
て
島
を
訪
れ

る
日
本
人
の
記
憶
の
風
景
の
中
に
、
そ
れ
ら
が
離
合
す
る
様
子
を

描
き
出
す
。
第
六
章
は
天
然
の
豊
か
な
漁
場
で
あ
っ
た
水
俣
湾
に

浮
か
ぶ
恋
路
島
が
、
水
俣
病
の
発
生
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
魚
の

墓
場
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
環
境
再
生
の
場
へ
と
変
化
す
る
島
の
景

観
を
た
ど
る
。
第
七
章
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
村
落
の
儀
礼

で
は
男
が
島
の
山
側
、
女
が
海
側
に
象
徴
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

島
人
の
主
体
的
な
風
景
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
第
九
章
は
ツ
バ

ル
諸
島
ナ
ヌ
メ
ア
に
あ
る
集
会
所
に
お
い
て
、
伝
統
的
な
首
長
、

キ
リ
ス
ト
教
会
の
牧
師
、
行
政
官
の
坐
る
座
席
が
、
外
洋
と
礁
湖

の
方
角
と
関
係
を
も
つ
こ
と
を
述
べ
る
。
第
一
〇
章
は
出
稼
ぎ
労

働
者
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
に
移
住
し
た
ク
ッ
ク
諸
島

プ
カ
プ
カ
環
礁
の
人
々
に
つ
い
て
、
移
住
先
で
か
さ
ね
ら
れ
た
記

憶
が
彼
ら
の
歴
史
や
景
観
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
と
論
じ
る
。
第

三
章
「
陸
に
上
が
っ
た
サ
ン
ゴ−漆
喰
か
ら
み
る
石
垣
島
の
シ
マ

景
観
」（
深
山
）
は
造
礁
サ
ン
ゴ
を
石
材
と
し
て
家
屋
の
礎
石
や

生
石
灰
を
作
っ
て
漆
喰
に
用
い
て
い
る
石
垣
島
の
村
の
風
景
を
描

く
。

　

第
八
章
「
環
礁
州
島
の
成
り
立
ち
と
地
球
規
模
変
動
」（
山

野
）
と
第
一
一
章
「
水
没
す
る
環
礁
の
真
実−サ
ン
ゴ
と
ホ
シ
ズ

ナ
が
作
る
地
形
」（
茅
根
）
は
と
も
に
サ
ン
ゴ
礁
の
最
も
特
徴
的

な
地
形
で
あ
る
環
礁
の
州
島
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
。
第
八
章
は

環
礁
の
州
島
が
形
成
さ
れ
る
要
因
を
地
球
規
模
の
地
殻
変
動
と
海

面
変
動
、
そ
れ
に
加
え
て
有
孔
虫
の
生
息
条
件
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
て
探
る
研
究
の
現
状
を
紹
介
す
る
。
第
十
一
章
は
地
球
温
暖
化

の
影
響
に
よ
る
海
面
上
昇
に
よ
っ
て
水
没
の
危
機
に
あ
る
と
さ
れ

る
ツ
バ
ル
諸
島
フ
ナ
フ
チ
環
礁
の
州
島
に
つ
い
て
、
環
境
汚
染
の

実
態
と
造
礁
力
の
衰
退
を
示
し
て
、
島
の
再
生
策
を
探
る
。

　

島
の
物
語
は
ま
だ
ま
だ
、
語
り
つ
く
せ
な
い
。
す
べ
て
の
論
文

は
ど
れ
も
が
充
実
し
た
野
外
調
査
の
成
果
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

り
、
読
む
も
の
に
調
査
地
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
感
動
を
与
え
て
く

れ
る
。
十
一
編
の
重
厚
な
論
文
を
一
気
に
読
み
通
す
に
は
相
当
な

努
力
を
強
い
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
調
査
者
の
労
に
報
い
る
当
然
の

負
担
で
あ
ろ
う
。
現
地
の
厳
し
い
条
件
の
な
か
に
身
を
置
き
、
新

し
い
テ
ー
マ
に
挑
ん
だ
執
筆
者
の
皆
さ
ん
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
精
神
と
共
同
研
究
を
企
画
し
、
ま
と
め
上
げ
た
編
者
の
卓
見
に

深
く
敬
意
を
表
し
た
い
。（
二
〇
一
九
年
五
月
）

（
慶
應
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大
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ジ
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